
 

 

別紙 発表者（令和５年度チャレンジャー）          【敬称略、五十音順】 

【合成洗剤等に対応した環境にやさしい水処理方法の開発事業】 

岩澤 宏樹 

【事業の概要】 

「人間起因による水質汚濁をゼロにする」というビジョンのもと、微生物の涵養等による、合成洗

剤等に強い水処理装置(浄化槽)を設計・開発する。 

【取り組むきっかけ】 

幼少期の頃遊んでいた川に、泡やゴミが浮かんでいて、ショックを受けたこと。 

【デジタルテクノロジーを用いて伝統芸能を継承・発展させる事業】 

海野 浩 

【事業の概要】 

デジタル技術を用いて、落語や歌舞伎などの伝統芸能を応援する。 

【取り組むきっかけ】 

コロナを契機として、演者減少や劇場閉鎖等により継続することが難しくなった伝統芸能に危機

感を抱いたこと。 

【手頃な価格ですぐに使える施設出張型産後ケア事業】 

大貫 詩織 

【事業の概要】 

地域にある温浴施設等の商業施設に、助産師等のスタッフが出張し、託児と育児相談を実施

する。 

【取り組むきっかけ】 

自身の出産と産後の体験を契機として、手軽ですぐに利用可能な産後ケアの選択肢を提供し

たいと考えたこと。 

【ペットの歯周病早期発見と予防事業】 

實廣 亜希子 

【事業の概要】 

ペット（犬猫）の歯周病の早期発見の検査キットの提供と、ペットごとに異なる予防サービスの提

供により、ペットの健康寿命の延伸に貢献する。 

【取り組むきっかけ】 

友人が飼育していたペットが、歯周病に起因する口腔がんを発症し死んだ話を聞いたことをき

っかけに、自身の研究バックグラウンドである、疾患を早期発見する研究での解決を考えたこ

と。 

 

 

 



 

 

【幸せな高齢社会の実現に向けた異世代交流事業】 

髙塚 礼子 

【事業の概要】 

身体が不自由で、閉じこもりがちな高齢者が、楽しく交流できるような仕組みを提供する。 

【取り組むきっかけ】 

子どものいない一人暮らしの高齢者が、両親の介護で余裕のない甥や姪の負担になっていると

いう社会課題に直面し、独身である自身の将来を心配するようになったこと。 

【本気で変わりたい人をデータドリブンによって支援するライフログアプリ事業】 

多田 洋史 

【事業の概要】 

日々の行動データと感情データを AI で分析し、習慣の改善を勧めることで、誰もが自分の理想

的なライフスタイルを実現できるようにサポートする。 

【取り組むきっかけ】 

ライフログを記録することで自身が変わることのできた経験を踏まえ、この取組をもっと多くの人

に手軽に体験してほしいと思ったこと。 

【地域に暮らす人のための地域商店の食品 EC 事業（シェアパントリー）】 

大丸 佳子 

【事業の概要】 

地域の食の個人店を対象に、オンラインで注文を受け、店の営業時間外でも利用可能な別の

施設で商品を受け取ることを可能とする、オンラインサービスを提供する。 

【取り組むきっかけ】 

自身の鎌倉移住と育児休業の経験から、育休中に出会った鎌倉の個性的で魅力のある店の多

くが、個人経営で営業日時が限られ、復職後のライフスタイルでは利用しにくい状況であること

に気づき、同じ課題を感じている人が多いのではないかと考えたこと。 

【理想の働き方が見つかる事業】 

茶薗 彰吾 

【事業の概要】 

理想的な働き方を、楽しくクリエイティブなアート空間を通じて提供する。 

【取り組むきっかけ】 

日本人のもつ「働く」ことに対する固定概念 が、世界幸福度ランキングが低い理由と考えたこと

で、自身の「働く」という概念が大きく変わった経験から、「働く」のあり方を考えるきっかけを提供

することが、人生を豊かにする第一歩だと感じたこと。 

 

 

 

 

 



 

 

【医療機関の雇用をサポートする事業】 

右高 稜大 

【事業の概要】 

人材紹介会社を利用しても採用に至らない病院や医療施設に対して、ショート動画により認知

度を向上させることで、病院・施設が求める看護師の採用をサポートする。 

【取り組むきっかけ】 

MR(医療情報担当者)として活動していたときに、規制等に縛られずに医療機関の課題を解決

し医療業界に貢献したいと考え、医療機関へヒアリングしたところ、看護師不足が一番の課題で

あると分かったこと。 

【遊休クルーザーを活用した海辺観光事業】 

三宅 剛平 

【事業の概要】 

360度を海に囲まれた日本の海上空間の利用をもっと身近にし、海上での新しいライフスタイル

を提供する、遊休クルーザーを活用したクルージングツアーの企画・運営・集客事業。 

【取り組むきっかけ】 

５年間放置されたクルーザーをクリーニングした際、遊休クルーザーが数多く存在することを知

り、海上空間を最大限堪能できるツールであるクルーザーが、海に浮いているだけの状態は社

会的な損失であると感じたこと。 

 

 


